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10
年
・
20
年
先
を
見
据
え
た
支
援
で

「
未
来
を
選
ぶ
力
」、「
考
え
る
力
」
を
育
む

明
治
大
学　

M
eiji U

niversity

「
あ
ら
ゆ
る「
個
」に
寄
り
添
い
、

就
職
を
実
現
さ
せ
る
支
援

創
立
以
来
、明
治
大
学
を
巣
立
っ
た
多

く
の
卒
業
生
は
、「
個
」を
武
器
に
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
。就
職
支
援

の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
、「
就
職

の
明
治
」と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る

「
個
」を
強
く
す
る
そ
の
取
り
組
み
に
は
、

ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

明
治
大
学
で
は
法
学
部
か
ら
数
理
科

学
と
情
報
技
術
の
最
先
端
を
学
ぶ
総
合

数
理
学
部
ま
で
、文
系
・
理
系
あ
わ
せ
て

10
学
部
28
学
科
の
学
生
約
３
０
０
０
０

名
が
、４
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ん
で
い
る
。

学
部
卒
業
後
は
大
学
院
へ
進
学
す
る
学

生
も
多
く
、学
部
生
、院
生
自
身
の
専
門

性
を
生
か
し
た
活
躍
の
場
は
あ
ら
ゆ
る

業
界
・
業
種
、国
・
地
域
へ
と
広
が
り
を
見

せ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
多
種
多
様
な
「
個
」に
寄
り

添
い
、学
生
と
の
対
話
を
通
し
て
志
望
を

引
き
出
し
、サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
明
治
大

学
の
姿
勢
や
キ
ャ
リ
ア
支
援
が
、「
就
職
の

明
治
」と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

10
年
・
20
年
後
を
見
据
え
た

成
長
を
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

明
治
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
大
き

な
特
徴
は
、３・４
年
次
の
就
職
活
動
の
た

め
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
だ
。

低
学
年
向
け
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
も

力
を
入
れ
て
お
り
、将
来
の
キ
ャ
リ
ア
プ

ラ
ン
と
も
密
接
に
か
か
わ
る
大
学
時
代
の

様
々
な
経
験
を
後
押
し
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
、初
年
次
か
ら
数
多
く
提
供
し
て
い
る
。

「
社
会
人
と
の
接
点
を
増
や
し
、将
来
の

選
択
肢
を
広
げ
る
」、「
学
生
生
活
を
充

実
さ
せ
る
き
っ
か
け
の
提
供
」の
２
つ
を
主

な
目
的
と
し
て
お
り
、た
だ
単
に
就
職
活

動
の
支
援
を
す
る
の
で
は
な
く
、『
学
生

自
身
の
成
長
』の
部
分
ま
で
も
を
担
っ
て

い
る
。

「
相
談
」「
支
援
行
事
」「
情
報
提
供
」

の
３
つ
の
観
点
か
ら
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
就
職
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、４
キ

ャ
ン
パ
ス
す
べ
て
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、約

25
名
の
専
任
職
員
が
社
会
の
変
化
に
対

し
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
意
識
し
て
、常
に
新

た
な
支
援
を
模
索
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の「
個
」に
マ
ッ
チ
さ
せ
た
サ
ポ
ー
ト
で
は

あ
る
が
、あ
く
ま
で
も
判
断
し
、行
動
す

る
主
体
は
学
生
。そ
の
学
生
の
取
り
組
み

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

１・
2
年
生
の
う
ち
か
ら
就
職
キ
ャ
リ

ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
行
事
に
積
極
的
に
参

加
す
る
学
生
も
多
く
、一
度
利
用
す
る
と

リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
る
学
生
が
多
い
と
い
う

の
が
そ
の
信
頼
の
証
と
も
い
え
よ
う
。

学生の成長と主体的な就職活動を促
し、サポートする明治大学は「就職の明
治」として広く知られている。目の前に
ある就職のためだけではない、学生
個々の未来を見据えた、明治大学なら
ではの支援を紹介しよう。

取材・文／野影文香
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（上）オンラインによる課題解決型（PBL）
プログラム：総合出版社の現役編集者
に、既存キャラクターの認知向上案を提
案するプロジェクト。編集者からのフィード
バックを糧に、企画の難しさややりがいを
実体験として学ぶ。
（左）オンライングループ相談会：オンライ
ンによる「就活なんでも相談会」を実施。
学生にとってコロナ禍にあって、安心材料
となる情報を得ることができる貴重な機会
となった。
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い
ち
早
く
就
職
支
援
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け

た
就
職
活
動
で
は
あ
っ
た
が
、明
治
大
学

で
は
グ
ル
ー
プ
相
談
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

迅
速
に
対
応
。
オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
の
ポ
イ

ン
ト
解
説
や
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。情

報
の
少
な
い
中
で
他
の
学
生
の
状
況
が
分

か
り
、安
心
感
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

以
上
実
働
し
、プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
は
事

後
面
談
や
成
果
報
告
会
が
用
意
さ
れ
て

い
る
。

さ
ら
に
２
０
２
３
年
に
は
留
学
経
験

者
を
年
間
４
０
０
０
名
と
す
る
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
を
掲
げ
て
い
る
明
治
大
学
で
は
、イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
海
外
で
の
経
験

も
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
重
要
と
考
え
て
い
る
。

「
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」と
い
う
海

外
で
の
課
題
解
決
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、３
カ

月
に
わ
た
る
事
前
学
習
を
経
て
、課
題
に

対
す
る
仮
説
設
定
を
行
い
、様
々
な
基
礎

知
識
を
身
に
つ
け
て
ジ
ャ
カ
ル
タ
へ
渡
航
。

仮
説
を
検
証
す
る
た
め
に
現
地
で
リ
サ

ー
チ
を
行
う
な
ど
、単
な
る
提
案
に
と
ど

ま
ら
な
い「
就
職
の
明
治
」な
ら
で
は
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

視
野
を
広
げ
、将
来
を
見
極
め
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
重
要
な
キ
ャ
リ

ア
教
育
の一
環
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、

一
般
的
に
３
年
次
以
上
が
参
加
す
る
こ
と

の
多
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
１
年
次
か
ら

参
加
で
き
る
。早
期
か
ら
社
会
を
知
る
こ

と
で
自
ら
の
適
性
や
能
力
を
見
つ
け
、大

学
で
の
学
習
意
欲
を
高
め
な
が
ら
職
業

意
識
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
。

「
Ａ
Ｌ
Ｌ　

Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
」は
約
３
２
０
社
の
企
業
・
団
体
と
明

治
大
学
が
提
携
し
て
行
わ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
、全
学
部
の
学
生
の
参
加
が
可
能
だ
。

事
前
学
習
と
し
て
自
己
分
析
や
企
業
研

究
を
行
っ
た
後
、５
日
以
上
か
つ
35
時
間
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2020年3月卒業生の主な就職先

（左上・右上）インドネシア大学の構内
や現地のショッピングモールでアンケー
ト調査を実施。各チームともに平均
500名にアンケートを行い、提案の方
向性や調査内容を調整した。
（左）現地で働いているビジネスパーソ
ンとのディスカッション、現地の明治大
学OB会を通してインドネシア人の考え
方や文化、海外で働くことのやりがい
を学ぶ。
※画像はいずれも「海外インターンシッ
プ」

明治大学での学びや経験が
現在の仕事に活きている

政治経済学部 地域行政学科卒
会計検査院勤務
佐野　葵 さん

　就職支援が手厚いことや、課外活動が盛んであることが
決め手で明治大学に進学しました。元々、人々の暮らしを支
えたいと思い公務員を志望していましたが、学友と将来の話
をするにつれて他業種にも興味が湧いてきました。そこで、
学内で公務員試験対策を行う行政研究所で学びながら、
就職支援行事に参加したり、OBOGの方のお話を伺ったり
して将来を模索していました。
　中でも、学部の講義で地方自治体の首長らのお話を聴
けたことや、インターンシップに参加して行政の課題につい
て考えたことは、進路選択に役立っただけでなく仕事を行う
上でも貴重な財産となっています。
　私は大学時代体育会に所属し、選手として練習に励む
のと同時に部の運営も行いました。体育会と学業の両立は
難しかったですが、果敢に挑戦し、達成できたことは大きな
自信になっています。ゆくゆくはマネジメント業務に携わるこ
とから、体育会活動で培った、「自ら考え、人 を々率いていく
力」や、「多様な価値観に触れ、ものの見方が豊かになった
こと」がとても活きると考えています。
　明治大学で様々なことに全力で取り組み、楽しく充実し
た大学生活のなかから得た経験は、素敵な将来につながっ
ていくと思います。

明治大学

文理10学部28学科を擁する明治大学。「分野の垣根を越えて
幅広く物事をとらえる視点」を養うプログラムが整う。学生
が授業の主体となるアクティブラーニングも多数導入。その
中でも多くの学部で実施されるゼミナール形式の授業では、
10～20名程度の少人数でディスカッションやプレゼンテー
ションの能力を高めている。有力企業と連携した問題解決学
習やインターンシップなど、実践的な授業も豊富。

●DATA
駿河台キャンパス：東京都千代田区神田駿河台1-1
TEL 03-3296-4545（代）

https://www.meiji.ac.jp/URL

・東京特別区
　 60名
・国家公務員　一般職　　　　　  
 56名
・三井住友海上火災保険（株）
　 25名
・（株）三井住友銀行
　 23名
・東日本旅客鉄道（株）
　 20名
・日本アイ・ビー・エム（株）
　 18名
・パナソニック（株）
　 17名
・（株）NTTドコモ
　 14名
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